
 令和６年度 第４回公立鳥取環境大学 教育研究審議会 議事要旨 

 

 

○ 日 時 令和７年３月６日（木） １０：００～１１：４４   

○ 場 所 本部講義棟３階 大会議室（対面会議） 

○ 出席者    小林朋道委員、宇佐美誠委員、石井実委員、山口武視委員、植田紀子委員、 

中山実郎委員、根本昌彦委員、張漢賢委員、𠮷田高文委員 

[9 名/12 名]  

○ 欠席者   足羽英樹委員、河井登志夫委員、今井正和委員 

 

【議事】 

１ 前回議事要旨の確認 

  原案のとおり承認された。 

 

２ 審議事項 

（１）名誉教授の称号授与について 

   事務局から名誉教授の称号授与について説明があり、案のとおり承認された。 

 

３ 報告事項 

（１）令和６年度予算の補正について 

   事務局から令和６年度予算の補正について報告があった。 

（２）令和７年度当初予算について 

   事務局から令和７年度当初予算について報告があった。 

〈主な意見等〉 

・ 第 3 期中期計画目標数値の自己財源 7 億以上とあるがどこから出てきた数字なのか。それは

適正な数字なのか。出張旅費システムの導入とあるが今までどのようにしていたのか。受験媒

体を活用した広報とあるが、どのような物なのか。 

→当初の中期計画目標で安定的な経営という事で設置者の方から示された数字であり、はっ

きりとした根拠は解らないが適正な数字だと思う。 

・ 大学の規模にもよるが、以前の大学では、外部資金 30 億くらい、以前交付金が 2/3 くらいだ

ったところを半分くらいにするように設置者から指示が出て、頑張って 40 億くらいにしたこ

ともあったが、事務量が膨大になり事務系が疲弊してしまって、結局安定したのが 30 億くら

い。自分のところで適正に運用できる額として 30 億と自分のところで決めている。そうする

といろんなものを集めると自己財源が半分になった。期が変わる時にこちらの方がしっかり

と７億が適正なんだと示して行った方が良い。 

→課題として今後検討していきたい。出張旅費システムの関係につきましては、今現在は紙媒

体で行っている。宿泊場所、交通機関等の手配をそれぞれ行うようにしているが、こちらの方

をシステムで行えるようなものを導入したいと考えている。交通機関が経路、金額等が表示さ

れその中から一番効率的な物を選んで申請するものになる。精算時も個人が立替払いをする

のではなく、そのシステムを運営している会社からの請求に基づき大学が払うという形のも

ので、申請から精算までを一括で行えるようなシステムを導入したいと考えている。大学広報

については、紙媒体で様々な業者がありまして、キッズコーポレーションの「進学の森」とか

フロムページが出している「入試直前激励号」とか紙媒体で見てもらうものとして地域を限定

したりして出稿している。進研アドがやっている「マナビジョン」という電子媒体に出稿して

いる。同じく進研アドでディスプレイ広告といういわゆる共通テストが終わった後に志願者



が変わるという事があった、当初の第 1 志望の学生だけでなく、志願変更の学生が多くあると

いう事で、そこで広告を出すという事をやっている。リクルートの「スタディサプリ」の冊子

とかディスプレイ広告に近くなるがウェブディエムとかで競合校、他の大学を検索している

学生に本学の情報を出すというインターネット広告も最近強化している。 

・ FD 研修講師の招聘について FD を進めるうえで、外部の講師を招くのは非常に有効的である

が、もう一つ内部のそれぞれの学部で「自分は授業でこういう工夫をしている」といった情報

交換の集まりが FD



身者が県内の大学に入って直ぐに県内の企業等に就職するのは、それはそれでしっかりとし

た意見を持って既に決めている場合がある。そういう学生を増やしたいという思いはあるが、

鳥取に限らず一度外に出てみるという気持ちというのがあるのではないか。最近知事も U タ

ーンを強調されるようになってきたのではないか。地元を知っている、そこで育った、外に出

てみて色々な生活をする中でやはり鳥取が良いなと。帰ってきた場合は、安定して定住する。

そういう方を増やしていくというのも良い人口減に対する対応策ではないのか。30％という

のは、かなり高い人数で、そこを上げるというももちろん大切な事であるが、定着率も同じよ

うに U ターンで帰ってくるとかそういう要素も含めて、単純にその％で図るのではなく、その

内容も考えながら人口減に対する対策を考えていく時期ではないかと考えている。30％につ

いては地域目標で決めておりますので、頑張らないといけないですけども、その内容について

は、どういうプロセスで学生が県内に残っていくのかそういう事情とか理由というかそうい

う実態もよく見ながら対応していくべきかな。特に最近若者を重視されていて、若者が新しい

ビジネスなり新しいビジネス環境を作っていく状況、そういうものがこれからは必要になっ

てきて、鳥取独自の魅力というものも必要になってくると思う。そういうことも考えながら総

合的に企業と県と大学と一体となって考えていく。具体的な 7 年度新規事業の取り組みとし

ては、「とっとり就職支援員への業務委託」として、県内企業との関係をより強めて行こうと

日常的に県内の企業回りをやっている方に委託する形で県内企業に向けて本学をアピールし

ていき、企業からの情報をフィードバックしていくというのを新たに取り組む。予算とは別に

日常の取り組みとして、（県内出身者の県内就職率は高いことから）近況にも記載しているが

県内の高等学校に出かけて行って授業に参加したりして顔の見える形で行っている。日常的

な動きの中で県内の高校との関係を強化している。学内でも 30％は高い数字ではあるが、そ

ういった形で努力をしている。 

・ 県内就職について苦心して行っているところであるが、これはひとえに県内の出身者を入れ

ていくのが高いと思うが、入試倍率が上がると恐らく県内出身者が下がる。ある学部は倍率が

3 倍くらいになったら県内出身率が 10％以下になってしまった。今年はまたがくんと下がっ

た。一昨年は 17%くらいで、あの辺の裏腹なところが有るので、県内の受験生を増やしていく

のは限界があるかなと思っている。そうすると一つは例えばキャリア教育の方と力を入れて

行こうかなと考えている。キャリア教育でお金を取ればいいので、自己収入は増えていきます

し、こちらはせっかく経営学部がありますから県内の企業とかの社長とかをマスターとして

入れて一緒に勉強すると、これ県内就職率 100％になるからそのようなことも考えながらキャ

リア教育にも力を入れられてはどうかと思う。そのような取り組みとかを教えて欲しい。 

→1 年次と 2 年次に両学部共通の必須科目として授業を展開しているのは従前どおり。来年

度に向けてそこのところの内容を地元向けに出来ないかという事を担当教員と協議している。

後ほど紹介予定であったが、学内合同企業会セミナーとして例年、年が明けてから業界の代

表的な企業を集めて業界を学生に説明してもらうイベントを 2 月に行っていたが、来年度は

それをもっと早めて夏に、鳥取県内のインターンシップと連携させて、授業とも連携させて

出来ないかと協議を行っている。出来る限り低年次から地域を意識していただいて、県内就

職も意識してほしいという事で考えている。今年の状況は、後で近況で報告させてもらうが、

特に経営学部の女子の内定率が県内就職に占める割合が 30％を今年超えまして部分的な数字

ですが、結構高い、予想よりも高い数字が表れている。当然この年の県内出身者が多かった

という事もありますが、全員が県内の内定としてもここの数字はいかないので、一つ出てき

たのは、県外出身者県内に就職するという意思を示してくれたという事。まだまだではある

が、その辺のところで数字に表れてきたのかなと日差しが見えてきた。これがうまく広がっ

てくれれば、よいが。 

・ 女性の方を入学されると地元に定着が高くなるので、その点鳥取は非常に住みやすいところ



ですのでお互いに努力していかなくてはならない。 

→これはなかなか大変な問題で重要な問題だと認識しているが、昨年から副学長を中心にや

っているが、低学年から、県外から来た学生が鳥取を気に入っている。自然であったり人が

優しいという。例えば東部では若桜、智頭、佐治にわざわざシェアして住み込んで通ったり

している。そういうところで人との繋がりが出来てきて、残りたい、或いは自然が気に入っ

た。半年間とか 1 年間とか長い期間をかけて選択科目にして長期間接触して行ってより鳥取

の良さを知ってもらいたい。そういう試みを科目として始めた。この科目が出来て非常によ


